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中間質量星は小質量星と同様のプロセスで形成されると考えられているが、それを明らかにするためにも中間質
量原始星およびその周辺構造の観測が極めて重要である。Chamaeleon II領域に存在するDK Cha(距離∼240 pc)
はClass IからClass IIに遷移する段階の SEDを示し (Spezzi+2008; van Kempen+2010)、質量 2–3M⊙程度、光
度∼30L⊙を持つ中間質量の原始星である。また、Knee (1992)の単一鏡観測によって相対速度∼60 km s−1の高
速な青方偏移 COアウトフローの存在が示唆されていた。我々は太陽系近傍星形成領域の原始星に付随するアウ
トフローと円盤の性質の統計的理解を目的としたALMAアーカイブデータ (2019.1.01792.S)の解析を推進してお
り (山崎他本年会)、本講演ではDK Chaの解析結果について報告する。今回のALMAによる∼0.′′7解像度のCO
観測においても最大相対速度 ∼60 km s−1の青方偏移成分が検出され、その詳細な構造が明らかとなった。これ
は、現在利用可能な 84天体のうちスペクトルのウイング成分が確認されたものの中で最も高速度である。この青
方偏移成分は大きさ∼4000 auほどの特異な円弧状の構造を持つことがわかった。また、より高い∼0.′′3(∼70 au)
の解像度の観測 (2013.1.00708.S)では 1.3mm連続波がほぼ点源として捉えられており、円盤サイズは比較的コ
ンパクトであることがわかった。コンパクトな円盤は効率的な角運動量輸送の存在を示唆するため、検出された
特異な構造が極めて高速なアウトフローであると考えると整合的である。


